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飲料総合専門誌ならではの、プロフェッショナルな情報をお届けします

飲 料総合専門誌 月刊ビバリッジ ジャパン

1978年創刊。
自社取材記者が独自の視点で
飲料業界の専門的な情報を報道する

特集／特別企画

NEW PRODUCTS

毎月発売される清涼飲料、
アルコール飲料各メーカーの
詳細な新製品情報と解説。

最新の技術、充填ラインや
製造工場を詳細にリポート。
最新の飲料原料事情や技術・機器、
展示会レポートなどを掲載。

海外の飲料最新事情・原料等の
リポートを現地取材し掲載。
海外の飲料ニュースは毎号掲載。
英国「FoodBev Magazine」誌
の翻訳記事も毎号掲載。

主要各社の単月のトピックスや
マーケティングなどのテーマに
沿った市場リポートを毎月掲載。

飲料産業関連のニュースの紹介
と解説を毎月掲載。
飲料関連20種以上の最新統計
資料も掲載。

容器、原料素材、市場動向などを
飲料の総合的な視点から、
製品開発・マーケティング等に
役立つ特集を毎号掲載。

工場リポート・
事例研究・新技術

統計資料・
産業ニュース

海外事情

市場リポート

飲料産業に関わるすべての方へ

1978年創刊のビバリッジ ジャパンは、飲料産業に関わる幅広い内容を

総合的に取り扱う飲料総合専門の月刊誌です。

主な対象分野は炭酸飲料、果実・野菜系飲料、茶系飲料、コーヒー飲料、

スポーツ・機能性飲料をはじめとする各種清涼飲料水、ミネラルウォーター

類、牛乳・乳飲料類のほか、ビール系飲料、チューハイをはじめとする

アルコール飲料等です。

また購読者は飲料メーカーをはじめ、パッカー、原材料、香料、添加物、

プラントエンジニアリング、製造機器、容器包装、リサイクルなど関連産業、

商社、官公庁、シンクタンク、証券会社など幅広い産業にわたっており

ます。

弊誌は、飲料および関連産業に関わるみなさまのお役に立つ情報を編

集方針として掲げ、長年の取材経験をもとに飲料の専門的な情報を豊富

に掲載しております。

この機会に、ぜひご購読をご検討ください。

まずは、このダイジェスト版をご覧ください。

少しでも気になりましたら、お気軽に本誌の見本誌をご請求ください。

詳しくは
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詳しくは
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詳しくは

P.14へ

詳しくは

 P.８へ

詳しくは

P.12へ

実際の本誌を見本誌として１冊無料で差し上げます。お申し込みはこちらから→
https://www.beverage-j.co.jp/dj_mihon.html
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特集／特別企画

容器、原料素材、市場動向などを
飲料の総合的な視点から、
製品開発・マーケティング等に
役立つ特集を毎号掲載。

ビール系飲料市場
コロナ禍とビール系飲料
̶増税をはねのけ，ついに新ジャンルがビールを上回る規模に̶

2020年の清涼飲料市場総括と
2021年の戦略
新型ウイルスに翻弄された2020年と飲料産業のこれから

2021年上期の清涼飲料市場総括
コロナ禍と2021年上期清涼飲料市場

宅配水市場とミネラルウォーター／フレーバーウォーター
コロナ禍と拡大が続く市場の将来

市 場 動 向

フルーツ・野菜ジュース
変わりゆくフルーツ・野菜ジュース市場，RTD市場の将来性

機能性飲料市場と機能性素材
高まる健康への要求，トクホ・機能性表示食品の次の一手

牛乳・発酵乳市場
コロナ禍で増えた需要の取り込みをめざす

飲料の新製品開発
コロナ禍で清涼飲料に求められる飲料原材料とは？

原 料・素 材・
技 術

PETボトル
次世代のPETボトルへ革新機会を探る

紙 容 器
過熱する環境対応と紙容器

飲 料 缶
飲料缶に迫り来る課題と改革

ガラスびん
試練が続くガラスびん，次世代への道筋を模索

容 器

精力的な取材をもとに、豊富な図表や資料を使用し特集を組んでいます。
2020年～2021年に好評をいただいた例です。

実際の本誌を見本誌として１冊無料で差し上げます。お申し込みはこちらから→
https://www.beverage-j.co.jp/dj_mihon.html
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毎月の飲料市場状況を迅速に
お伝えします。

伸長続く豆乳類，成長のカギは若年層

「共感」マーケティングと飲料製品

コカ・コーラに見るコーヒーのマルチブランド戦略

キリンの「iMuse」戦略 

主力ブランド戦略を点検する

機能性表示食品で多様化する機能訴求

カゴメの野菜系飲料戦略
　　̶全方位戦略でコロナ禍を成長機会に

ダイドーの自販機サスティナブル戦略

清涼飲料の大先輩，濃縮飲料に注目

トレンド
レビュー
BJ Monthly 
Beverage Watch

各種リポート Mini Report
統計に見るコロナ禍の影響 

BJ Market report 
市場概況を毎月掲載 

マーケティング
ハードセルツァーは日本にも浸透するか？
盛夏期マーケティング２種
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ハードセルツァーは日本にも
浸透するか？

　低アルコール飲料（RTD）は，コロ
ナ禍でも成長が続く数少ない酒類カテ
ゴリーの一つだ。３％程度から９％と
幅広いアルコール分，多彩なフレーバ
ー，炭酸・非炭酸というように，多様
な持ち駒を繰り出して製品開発と差別
化ができるからだ。一方で持続的成長
には，ユーザーの新規獲得とヘビー化
が不可欠だ。特に若年層は長期間ユー
ザーになる可能性がある。この若年層
へのアピールが課題で，RTD市場で
は海外の最新トレンドを使って誘惑を
試みている。

サッポロ，“日本版”ハードセルツァーで
トレンドセッター狙う

　サッポロビールによると，RTD市
場は20～30代若年層の需要に合致し
た製品を投入することで，さらなる成
長が期待できるという。同社の調査で
はRTDは20代の飲用意向が最も高く，
また酒類の入門者向けとして支持され
ているという。
　さらにコロナ禍で特に若年層の健康
意識が高まっており，ゲーム，SNS，
漫画など“やりたいこと”を邪魔しな
い程度の低アルコールで，甘くない
“低負担”なRTDを求めているという。
米国では，日本と同様に若年層のヘル
シー志向や酔いたくないというニーズ
をハードセルツァーがとらえて伸長し
ている。
　これらを背景に開発した製品が８月
24日発売の「WATER SOUR」で，米
国の製品に着想を得た“日本版”ハー
ドセルツァーとして設計したという。
中身はアルコール分３％で無糖に仕上
げ，清涼飲料市場で拡大している炭酸
水のような感覚で飲用できるようにし
たという。フレーバーは若年層からの
支持が高いレモンとオレンジを採用し
た。容器は350mlアルミSOT缶で，
既存のアルミ缶と同じ211径の胴径と

なっている。
　一方，日本で“ハード
セルツァー”が市民権を
得ているかは懐疑的であ
るとして，同社は“炭酸
水テイストのRTD”とい
うコンセプトを徹底的に
訴求している。
　販売目標は年内70万
函だが，発売前日には目
標の約４割にあたる約
31万函をすでに突破し
ており，好調なスタート
を切っている。同社では
日頃から炭酸水を飲用している若年層
を取り込み，日本版ハードセルツァー
として新たなカテゴリーを創出してい
くという。

コカ・コーラが
ハードセルツァー市場に参入

　このサッポロビールのアプローチに
対して，正統ハードセルツァーとして
切り込むのが日本コカ・コーラ（CCJC）
だ。９月20日に関西で発売した「トポ
チコ ハードセルツァー」は，2020年
９月にブラジルとメキシコを皮切りに
発売し，世界20カ国以上で展開して
いるグローバルブランドだ。
　CCJCは2018年に「檸檬堂」を発売
して以後，RTD飲料市場に注力して
いる。「檸檬堂」はラインアップ拡充を
続けており，また今年６月には“ハー

ドレモネード”ブランド「ノメルズ」の
販売を開始した。
　今回の「トポチコ」はRTD飲料の第
３弾で，「檸檬堂」とは異なり20代を
ターゲットにしている。日本では20
代がアルコール飲料市場の裾野を広
げているといい，伸び代と見ている。
CCJCによれば，2020年のRTD購入
者数は49.6百万人に上る。そのうち
20代は全体の14％にあたる７百万人
で，2018年と比べた成長率は＋5.5
％だったという。
　販促・宣伝は若者のライフスタイル
にあわせている。７月からはアパレル
ショップやレコード店などでのサンプ
リング，ラジオ番組の提供，東京都渋
谷の40カ所でアートプロジェクトを
展開している。また関西エリアでの発
売にともない，TVCMやWeb施策を
投下する計画だ。

　ハードセルツァーは2013年頃に米国で誕生し，同国が最大市場になってい
る。CCJCによれば，2020年の米国市場は数量ベースで１億９千万函となっ
た。また2020年６月13日時点の直近52週間における米国の市場規模は27
億ドル（約3,000億円）で，ビールなどのアルコールRTD市場に占める割合は
10％超という。
　ハードセルツァーは，炭酸水に若干の甘味を加えており，すっきりとした飲
みやすさや低カロリー・低糖類といった点が若者を中心に支持されている。特
に「Ｚ世代」との親和性が高いという。

Marketing
マーケティング
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　コロナ禍の収束は依然として見えず，社会は見えざ

る恐怖と経済活動の維持とのバランスを見極めようと

悪戦苦闘している。飲料産業は前号で報告したように，

コロナ禍を前提としたマーケティング・販促プランの

立案と実行に舵を切っている。このコロナ禍は2021

年の事業戦略にも大きな影響を与えることは必至で，

これまで成長が続いてきた清涼飲料産業は，初めて大

きな試練にさらされているといってよいだろう。

　このコロナ禍の影響は，各種の生産統計にも明確に

表われている。以下に代表的な統計資料からコロナ禍

による動きをまとめる。特に流行初期の２月から緊急

事態宣言が解除された５月末までに注視されたい。ま

た2019年と2018年の数量や対比も掲載しており，平

時とも比較できる。

　なお，果実飲料はJAS格付量が少ないため除外した。

また本号56～63頁に，同格付実績を含む各種統計を

掲載している。

（A）コロナ禍によって減少した飲料

▶ 炭酸飲料JAS格付実績を見ると（表１），全体として

は炭酸水が好調のため大きな減少とはなっていないが，

統計に見るコロナ禍の影響

■炭酸飲料容器別JAS格付実績
表１ 合計 単位：kl，％

2020年 2019年 2018年 参考

数量 数量 20/19 数量 20/18 19/18

1月 74,577 78,055 95.5 74,313 100.4 105.0 

2月 81,918 85,165 96.2 82,668 99.1 103.0 
3月 93,949 99,726 94.2 101,132 92.9 98.6 
4月 109,054 94,471 115.4 109,656 99.5 86.2 
5月 100,838 113,643 88.7 129,367 77.9 87.8 
6月 117,195 132,113 88.7 125,769 93.2 105.0 
7月 137,793 106,137 129.8 123,157 111.9 86.2 
合計 715,324 709,310 100.8 746,062 95.9 95.1 

表１ー１ うちリターナブルびん
2020年 2019年 2018年 参考

数量 数量 20/19 数量 20/18 19/18

1月 4,249 3,733 113.8 4,232 100.4 88.2 

2月 3,557 3,674 96.8 3,474 102.4 105.8 
3月 4,226 4,199 100.6 4,293 98.4 97.8 
4月 1,838 5,038 36.5 4,538 40.5 111.0 
5月 47 4,276 1.1 4,668 1.0 91.6 
6月 1,493 4,042 36.9 4,427 33.7 91.3 

7月 3,347 4,714 71.0 4,387 76.3 107.5 
合計 18,757 29,676 63.2 30,019 62.5 98.9 

表１ー２ うちPETボトル
2020年 2019年 2018年 参考

数量 数量 20/19 数量 20/18 19/18

1月 55,311 58,108 95.2 56,141 98.5 103.5 

2月 59,598 64,061 93.0 64,075 93.0 100.0 
3月 68,057 71,591 95.1 74,897 90.9 95.6 
4月 83,927 63,298 132.6 79,317 105.8 79.8 
5月 78,046 79,129 98.6 90,348 86.4 87.6 
6月 90,464 100,223 90.3 90,477 100.0 110.8 
7月 99,483 65,702 151.4 84,813 117.3 77.5 
合計 534,886 502,112 106.5 540,068 99.0 93.0 

※太字は２割以上の減少，白文字 は２割以上の増加 資料：日本清涼飲料検査協会

■コーヒー・茶系飲料  品目別生産量
表２  コーヒー飲料等 単位：kl，％

2020年 2019年 2018年 参考

数量 数量 20/19 数量 20/18 19/18

1月 256,551 213,187 120.3 216,702 118.4 98.4 

2月 268,964 238,552 112.7 252,295 106.6 94.6 
3月 284,989 269,811 105.6 274,167 103.9 98.4 
4月 264,761 335,937 78.8 306,567 86.4 109.6 
5月 247,972 329,571 75.2 296,466 83.6 111.2 
6月 285,713 351,787 81.2 316,035 90.4 111.3 
7月 296,817 316,970 93.6 301,749 98.4 105.0 
合計 1,905,767 2,055,815 92.7 1,963,981 97.0 104.7 

表３  緑茶飲料
2020年 2019年 2018年 参考

数量 数量 20/19 数量 20/18 19/18

1月 172,584 186,184 92.7 200,233 86.2 93.0 

2月 189,675 180,156 105.3 175,790 107.9 102.5 
3月 220,492 222,492 99.1 227,550 96.9 97.8 
4月 200,100 282,966 70.7 295,269 67.8 95.8 
5月 204,632 298,060 68.7 295,149 69.3 101.0 
6月 251,408 302,391 83.1 313,870 80.1 96.3 

7月 259,725 306,191 84.8 299,935 86.6 102.1 
合計 1,498,616 1,778,440 84.3 1,807,796 82.9 98.4 

表４  麦茶飲料
2020年 2019年 2018年 参考

数量 数量 20/19 数量 20/18 19/18

1月 50,578 48,184 105.0 46,101 109.7 104.5 

2月 54,287 52,099 104.2 47,662 113.9 109.3 
3月 70,477 59,455 118.5 50,838 138.6 116.9 
4月 80,479 99,938 80.5 92,400 87.1 108.2 
5月 97,378 112,213 86.8 102,603 94.9 109.4 
6月 126,612 125,551 100.8 108,254 117.0 116.0 
7月 145,790 151,827 96.0 160,045 91.1 94.9 
合計 625,601 649,267 96.4 607,903 102.9 106.8 

※太字は２割以上の減少，白文字 は２割以上の増加 資料：食品需給研究センター
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８月の市場概況

　８月の飲料総市場は前年比88％
と推定される。月前半は猛暑日が続
き，前月に続く成長が期待されたが，
後半に天候不順となり失速した。１
～８月累計では前年並みと推定され
る。

■サントリー食品インターナショナル
　単月で4,072万函（87％），累計
では２億9,184万函（101％）となっ
た。単月では「天然水」が1,169万
函（84％），「伊右衛門」が519万函
（84％），「GREEN DA・KA・RA」が
529万函（74％），「烏龍茶」が157
万函（74％）だった。
　「ボス」は「クラフトボス 抹茶ラ
テ」が好調で846万函（106％），「ペ
プシ」は「〈生〉」が勢いを維持して
193万函（111％）。累計では，「烏
龍茶」以外のブランドが前年同期を
上回っている。

■アサヒ飲料
　単月で2,322万函（88％），累計
では１億6,866万函（100％）だった。
単月では，「三ツ矢」が435万函（85
％）で，「ウィルキンソン」が280万
函（88％）となったが，累計では２
ブランドともに前年超えを維持して
いる。
　「カルピス」はストレートが329
万函（84％），コンクが47万函（80
％）と落ち込んだ。「十六茶」は単月
では231万函（93％）だが，累計で
は103％と好調を維持している。
「ワンダ」は210万函（86％），「お
いしい水」は157万函（87％）だっ
た。

■キリンビバレッジ
　単月で1,823万函（86％），累計
では１億3,626万函（96％）となっ
た。単月では「午後の紅茶」が334
万函（86％），「生茶」が242万函（93

％），「アルカリイオンの水」が222
万函（82％）と前年割れ。「ファイ
ア」は165万函（113％）。PETボト
ル入り「ワンデイ」シリーズが好調で，
「ラテ微糖」は発売から約６カ月で
6,000万本を突破し，年間販売目標
を達成した。
　このほか「トロピカーナ」が171
万函（116％），プラズマ乳酸菌入り
飲料が28万函（187％）と好調だっ
た。

■伊藤園
　単月では市場と同じく２ケタ減。
主力の日本茶・健康茶飲料も落ち込
んだが，「お～いお茶 濃い茶」は好
調。同社によれば，2019年９月に
機能性表示食品に改良して以降は，
24カ月連続で前年を上回っている
という。８月は，新たに投入した１
LスリムPETボトル製品が好調で上
乗せしている。
　また，コーヒーが９％増となった。
昨年に苦戦した反動と，家庭用の１
L紙容器製品など新製品の投入によ
る上乗せ効果という。１～８月累計
では10％増で推移している。

■大塚グループ
　単月で592万函（80％），累計で
は3,581万函（101％）となった。単
月では「ポカリスエット」が347万
函（79％），「オロナミンＣ」が90万
函（91％），「マッチ」が39万函（68
％），ウォーター類が35万函（78％），
茶系飲料などその他飲料が13万函
（85％）と軒並み前年割れだった。
　同社は新型コロナウイルス感染症
の罹患者など在宅療養者に対し，
「ポカリスエット」900ml×12本と
「同 アイススラリー」100g×36個
のセットを無償提供した。９月６～
17日に希望者を募集した。

■ダイドードリンコ
　８月度※は97.3％で，累計では

101.5％となった。主力のコーヒー
飲料は単月で86.8％となった。チ
ャネル別では自販機が88.8％，流
通が80.7％。累計では97.6％とな
っている。
　その他の飲料は，単月が105.8％
で好調。自販機が105.2％，流通が
111.2％だった。累計も105.9％と
なっており好調だ。※2021年７月21日
～８月20日

■コカ・コーラ
　８月は市場並みだったと見られる。
新製品では「綾鷹カフェ 抹茶ラテ」
「やかんの麦茶」が引き続き好調
だったという。「紅茶花伝」は人気
グループとのタイアップキャンペ
ーンが奏功し，好調に推移している。
　コカ・コーラ ボトラーズジャパン
ホールディングスによれば，第２四
半期（４～６月）は自販機の販売数
量が18％増と回復した。またスマ
ホアプリ「Coke ON」は９月２日時
点で3,000万ダウンロードを突破し
ており，これを利用した消費者キャ
ンペーンを開始した。

■ヤクルト本社
　８月の乳製品の１日あたり売上数
量は前年比100.4％だった。累計で
は102.0％。
　「ヤクルト」類は単月で101.6％
となった。このうち「Newヤクル
ト」類が97.1％で，「ヤクルト400」
類は83.4％。その他「ヤクルト」類
は103.5％だった。「Yakult1000」
は372.1％で全体を牽引している。
　発酵乳は95.3％だった。「ジョ
ア」が90.2％，「ミルミル」類が95.0
％，「ソフール」類が103.9％となっ
ている。

　８月のビール系飲料市場は対前年
比20％減だった。緊急事態宣言と

主要飲料各社の動向

主要ビール・RTD各社の動向

主要各社の単月のトピックスや
マーケティングなどのテーマに
沿った市場リポートを毎月掲載。

市場リポート

市場リポート

実際の本誌を見本誌として１冊無料で差し上げます。お申し込みはこちらから→
https://www.beverage-j.co.jp/dj_mihon.html
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工場リポート 四国化工機株式会社
豆腐の先端工場と自動化事例

ジャパンフードテック株式会社
受託開発・試作をホットパック・レトルトに拡充

三浦工業株式会社
大型ショールームと低炭素要請に応える新技術

コカ・コーラ ボトラーズジャパン株式会社 広島工場
災害復興とワールドクラスを実現した最先端工場

エスエスケイフーズ株式会社
ボトル缶入りミネラルウォーターの製造現場

アピ株式会社
超小型PETライン増設で機能性飲料の受託生産体制を強化

飲料産業の省力化
省人化と多様化の両立への試行

物流システムの IoT 進化
物流をリアルタイムで効率化するIT 技術

AmbaFlex社
飲料産業へスパイラルコンベヤーの普及を狙う

連載：アルミ缶
最新のアルミ製缶技術，アルミのリサイクル
アルミ缶の美粧性向上，環境対応とアルミ缶
適材適所でアルミ缶を活用

プリフォーム金型の新技術

キリンが開発した新バリアPETボトル技術

事例研究・
新技術

最新の工場取材リポート、
また最新技術・機器関連などをご紹介しています。最新の技術、充填ラインや

製造工場を詳細にリポート。
最新の飲料原料事情や技術・機器、
展示会レポートなどを掲載。

工場リポート・
事例研究・新技術
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　清涼飲料産業の持続的な成長とは，
消費者の購買意欲を喚起し続けること
だ。そのための手段は様々あるが，新
製品や大規模な販促投資が王道で，こ
れからも変わらない。それでも多様な
カテゴリーに拡大した飲料市場では，
新市場の開拓余地が狭まっているだけ
に，これまでの経験と知識を結集させ
る必要がある。
　新製品は，長期の研究・試作を抜き
には完成しない。また自社開発にとど
まらず，外部からの知識や経験の導入，
アウトソーシングも手段の一つになる。
　こうしたなかジャパンフードテック
（JFT）社は，新製品の受託開発，原料
販売，自社テストプラントによる試作
受託，受託分析などを行なっている。
同社は2017年に，神奈川県伊勢原市
でPETボトルの無菌充填を専門に行

なうテストプラントを開設し，順調に
事業を拡大している（本誌№431参
照）。さらに同社は，2021年８月２
日に神奈川県平塚市に新テストプラン
ト（平塚工場）を稼働させ，さらなる
需要に対応している。

テストプラントの需要高まる

　伊勢原工場では，大手飲料メーカー
の開発段階でのテストパックに加え，
商談用サンプルの作製依頼が増加して
いるという。この商談サンプルは少量
のため，一般的には実生産ラインでは
なく各社のテストプラントで用意する。
しかし，テストプラントが老朽化して
廃止する事例が増加し，必要に応じて
利用できるJFT社への依頼するケース
が増加しているという。このため年間

の稼働率が60％程度にまで上がってい
るという。
　このほか，製品開発や原料評価を目
的にした開発依頼が増えているという。
受託分析では，飲料各社が指定する試
験方法に準拠した微生物や物性検査が
増えているという。これらにより事業
は順調に成長し，売上げは2021年３月
期で約11億円に達したという。
　一方，レトルト製品の製造ラインが
減少しているため，同社へ試作や商談
サンプルの作製といった要望が増えて
いるという。そこで，JFT社の平塚工
場は缶製品を試作できるようにした。
しかも殺菌機にはUHTを導入し，レ
トルト製品に加えてホットパック飲料
にも対応させている。同工場の利用は
１日単位で，利用料金は50万円となっ
ている。

理化学検査室少量試作用のUHT殺菌機（左）とホモジナイザー（右）試作室

多機能抽出機（中央）と調合タンク類純水タンク原材料の計量室

受託開発・試作を
ホットパック・レトルトに拡充

Special Report　ジャパンフードテック株式会社
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　「豆腐」は，飲料産業に最も近い加工
食品の一つだ。その製法はいうまでも
なく，大豆を浸漬，磨砕，煮沸，分離
しておからを取り除いて作った豆乳に，
にがりを入れて凝固させる。これが絹
ごし豆腐だ。さらに，絹ごし豆腐を崩
してから型に入れ押し固めると木綿豆
腐になる。また，豆腐は長期保存がで
きないため，冷蔵で保存・流通し短期
間に消費されている。
　豆腐は定義する法規則が存在せず，
大豆についての原料原産地表示ガイド

ラインがある。そこで，豆腐公正競争
規約設定委員会が「とうふ類の表示に
関する公正競争規約案」を作成してい
るが，いまだ制定には至っていない。
これは，胡麻豆腐などの大豆を使わな
い“豆腐”があるため，大豆由来のみ
を「豆腐」とは定められないことが理
由の一つとされている。
　大豆由来の豆腐は，大豆固形分，凝
固剤，にがり，消泡剤などによって味
わいや価格が異なるほか，「絹ごし豆
腐」「木綿豆腐」「充填豆腐」による違

いもある。このうち「充填豆腐」とは
容器内に豆乳とにがりを充填して密封
し，容器を加熱・冷却することで豆乳
を凝固させて豆腐にする製法をいう。
　こうしたなか四国化工機グループは，
四国化工機が豆腐を生産し，グループ
企業のさとの雪食品が「さとの雪」ブ
ランドで販売している。選別された大
豆と天然にがりのみ使用し，伝統的な
豆腐の製造工程を機械化・自動化で再
現し生産している。
　その生産拠点は，徳島県阿南市にあ

四国化工機

豆腐の先端工場と
自動化事例

Field Report

木綿豆腐の製造機 ボイル冷却槽木綿豆腐の製造機

天面シール包装機 豆腐検査・包装工程全景
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　AmbaFlex（アンバフレックス）
社は，オランダで1996年に設立さ
れたコンベヤーメーカーだ。全世界
に600名の社員を抱え，欧州，米国，
中国をエリア拠点として事業展開し
ている。年間の売上高は１億米ドル
に達するという。このうちアジアで
は，インドを含むアジア太平洋州で
事業展開してきた。日本では2019
年に現地法人を立ち上げ，本格的な
事業の拡大を狙っている。

空間を活用するコンベヤー

　アンバフレックス社のコンベヤー
は，空間を効率的に利用して省スペ
ースで垂直搬送できる点が大きな特
長のスパイラル構造になっている。
製品ラインアップは，主力である垂直
コンベヤー「SpiralVeyor」のほか，ア
キュームレーター「AccuVeyor」，モ
ジュール式コンベヤー「AmbaVeyor」
がある。
▶「SpiralVeyor」は，ベルトをらせ
ん状に組み上げたコンベヤーで，用
途にあわせて数種類のモデルをライ
ンアップする。いずれも省スペース
で設置でき，高揚程，高速搬送，大
型搬送品，難搬送品に対応する。供

給・取り出し方向は自在に設定でき，
設置場所に柔軟に対応する。
▷SVシリーズは汎用性が高い基本
モデルで，段ボールケースなどの外
包装に適する。ベルト幅は200～
600mm，耐荷重はベルト１mあた
り最大50kg，搬送速度は最大で毎
分60m。設置床面積は1.24m四方
から2.24m四方まで。
▷SVmシリーズは，缶，ガラスびん
などの大量搬送に好適。ベルト１～
５本を並列使用し，搬送幅は200
～500mmとなる。搬送速度は最大
で毎分60ｍ。
▶「AccuVeyor」は，スパイラルコ
ンベヤーを基礎にアキュームレータ
ーに仕上げたものだ。ラインアップ
は，AVh，AVs，AVLの３種類。
▷AVhシリーズは，１本のベルトで
構成された可変容量のアキューム装
置。FIFO（先入れ先出し）が構成で
きるほか，容器に負担をかけないノ
ンプレッシャー搬送ができる。ベル
ト幅は140mmで，耐荷重は15kg/
m，搬送速度は毎分40m，ベルト
長は最大で90mとなる。SpiralVeyor
と同じく，投入・取り出し方向を自
由に設定できる。設置床面積は2.2
×2.6mと小さい。
▶「AmbaVeyor」は，上記コンベヤ
ーに連結して利用できる幅広ベルト
を使ったコンベヤーだ。直線，上下，
カーブ，Ｕ字，Ｓ字など多様なコン
ベヤー形状が用意されている。

日本市場を深耕

　アンバフレックス社製品は，日本
ではすでに450台以上が稼働して
いる。特に物流産業で急速に普及し，
350台以上が稼働しているという。
大手のアパレルやネット通販が採用

しているほか，書籍の印刷・製本，
包装産業でも使用されている。
　飲料・食品産業では，搬送機器・
装置メーカーやエンジニアリングメ
ーカーを通じて導入されている。写
真は飲料産業での導入事例で，製品
の入った段ボールケースを上下移動
させるケースコンベヤーとして利用
している。こうした用途の場合は，
従来はエレベーター方式の垂直コン
ベヤーが一般的だが，アンバフレッ
クス社のスパイラルコンベヤーは連
続搬送できるため能力が高く，しか
もシンプルな構造のため機器故障が
発生しにくいという特長がある。
　さらにコンベヤー本体は組み立て
済みのため，飲料工場では短工期で
据え付けできる。またランニングコ
ストは安価で，ほぼメンテナンスフ
リーとアンバフレックス社では説明
している。
　これまで日本では，３名の営業，
４名のサポート技術者という体制で
運営してきたが，飲料産業への普及
をめざすために年内には10名程度
の体制へと拡充する方針だ。

新技術 AmbaFlex社

飲料産業へスパイラルコンベヤーの普及を狙う
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連載

ボトル缶入りミネラルウォーターの
製造現場
エスエスケイフーズ株式会社

アルミ缶

　ポストプラスチック包装の一つにアルミ容器が挙げ

られる。よく知られた容器で，長い歴史のある高いリ

サイクル率と，内容物を長期間保護できる優れた容器

性能の両方が，使い捨て文化の究極であるプラスチッ

ク包装に取って代わる可能性をもっているからだ。

　この容器特性に着目した企業や事業所，行政機関な

どでミネラルウォーターの容器をPETボトルからア

ルミ容器に変更する動きが見られる。そこでビバリッ

ジ ジャパンは，アルミボトル缶入りミネラルウォー

ターを受託製造しているエスエスケイフーズ焼津工場

をリポートする。

鈴与グループの飲料事業

　エスエスケイフーズは，静岡県を地盤とする鈴与グ

ループの飲料事業，調味料事業（マヨネーズやドレッ

抽出液ストレージタンクホモゲナイザーニーダー抽出装置

コーヒー用ドリップ抽出装置工場外観

シングなど）を行なっている。このうち飲料事業は

1952年にスタートしており，粒入りオレンジジュー

スを商品化，缶コーヒーの実用化にもいち早く取り組

んでいる。

　1974年には，静岡県焼津市の海沿

いに飲料製造工場（エスエスケイフー

ズ焼津工場）を設置した。当初はプルタ

ブ／SOT缶飲料を製造していたが，

1996年にPETボトルのホットパック

ラインを導入している。その後，2005

年にはSOT缶ラインの一部をボトル

缶飲料の充填ラインにリニューアルし，

2010年には粉末清涼飲料の製造ライ

左：池ヶ谷 雄一郎 焼津工場製造部製造１課課長
中：栗田 裕行 焼津工場工場長
右：五十嵐 禎人 取締役営業本部副本部長

実際の本誌を見本誌として１冊無料で差し上げます。お申し込みはこちらから→
https://www.beverage-j.co.jp/dj_mihon.html
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チリ最前線2020
魅力を高めるチリ産の農産原料を見る
バルクワイン最前線

海外リポート

世界の飲料事情・製品・素材・技術など
毎月、世界の飲料関連情報を翻訳、ご紹介しています。

カナダ，メープルウォーター
メープルウォーターが狙うプラントウォーターの世界最先端

Gan Shmuel グループ・Ganir社 （イスラエル）
革新の国が開発する最先端果汁

中東における紙容器事情
中東におけるLL紙容器とブランド戦略

アルゼンチン
世界最大のレモン産地アルゼンチンと，その有力サプライヤー

Austria Juice （オーストリア）
欧州有数の果汁メーカーに見る付加価値戦略

International
News

英国「FoodBev Magazine」誌との
提携による相互記事
アルコール飲料で見つける新アイデア

海外の飲料に見る製品価値のパワーアップ方法

代替を超えた価値で魅せる新製品　など

News From
U.K.

一般ビジネス誌ではあまり取り上げられない、アジア、ヨーロッパを
中心とした現地の飲料事情や原料産地などを取材、リポートしています。
また日本企業の取り組みなどもご紹介しています。

ご好評をいただいた、海外独自取材のリポート

海外の飲料最新事情・原料等の
リポートを現地取材し掲載。
海外の飲料ニュースは毎号掲載。
英国「FoodBev Magazine」誌
の翻訳記事も毎号掲載。

海外事情
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《日進月歩の飲料缶向けデジタル印刷技術》
　飲料缶のデジタル印刷技術
は10年前と比較して飛躍的に
向上している。2010年頃，
Ball社テクニカルセンターの
開発者は，飲料缶へのデジタ
ル印刷技術の可能性に関して，
コンピューターの高速処理能
力の限界を理由に懐疑的な見
解を示していた。また世界的
製缶企業のオランダTrivium 
Packaging（旧Impress）社は，
ブリキ缶へのデジタル印刷技
術の開発に本格的な投資を行なったが，事業は軌道に乗ら
なかった。その一方で，紙やプラスチックなど他の包装素
材へのデジタル印刷は，アナログ印刷の脅威になるほどの
技術革新を遂げた。その先駆的な存在であるHP社は，
「Indigo Digital Press」でデジタル印刷の拡大を牽引した。
　2015年に行なわれたInternational Metal Decorating and 
Packaging Association（IMDPA）の会議で，缶へのデジタ
ル印刷の商業的可能性について多くの議論が交わされた。

年間生産量が数十億缶に上る製缶メ
ーカーにとって，デジタル印刷の最
大の懸念事項は印刷スピードの遅さ
にあった。当時は，アナログ印刷は
最大2,500cpmであるのに対し，デ
ジタル印刷は60～200cpmにとどま
っていた。こうしたなか米国Stolle 
Machinery社は，400cpmまでスピ
ードアップを図ったデジタル印刷機
を紹介した。またデジタル印刷は印
刷版が不要で，ターンアラウンドタ
イムが短縮され，画像変更などが手

軽に行なえることに加え，今後さらに省力化や技術向上が
期待できることを考えれば，低価格で数千枚の大量印刷を
実現するアナログ印刷に匹敵するか，もしくは取って代わ
ることが可能だという見解を示した。
　その後も技術革新は続き，2017年にドイツのエッセンで
開催された金属容器産業の見本市Metpackでは，印象的な
外観を実現するKoenig & Bauer社の缶向けデジタル印刷
技術「CS MetalCan」などが紹介された。またドイツのミ
ュンヘンで開催された印刷産業の展示会 InPrint 2017で
は，Tonejet社が２P缶対応デジタル印刷機「Cyclone」で
Innovation Awardを受賞した。Ball社は「Cyclone」で印刷
したボトル缶１万本を，音楽祭Tomorrowlandの開催記念
でAnheuser－Busch InBev社が発売した「Jupiler」用に供
給した。ボトル缶のデザインは15種類あり，１デザインあ
たり15本から1,400本の多様な本数が印刷された。
　Tonejet社は「Cyclone」の技術的および商業的な可能性
の探求を続け，2020年にカナダの製缶企業Solucan社とク
ラフトビールメーカー向けに２P飲料缶を印刷するプロジ
ェクトを開始した。クラフトビールメーカーでは加飾され
た缶を必要としながらも製造本数が少ないことから，多く
のメーカーはシュリンクラベルを採用していた。しかし，
ラベルが混入してアルミ缶のリサイクルフローに影響する
ケースが増加したため，カナダ政府は2020年にシュリンク
ラベル付きアルミ缶の販売を禁止する措置に踏み切った。
この決定は世界の多くの国々にも広がる可能性があること
から，缶のデジタル印刷は需要に合った優れた解決策にな
るといえるだろう。
　現在，デジタル印刷システムに注力しているメーカーは，
Stolle Machinery社，Koenig & Bauer社，Tonejet社のほ
かに，SLAC社，AGFA社，富士フィルム社などがある。
また，INX International社，Zeller＋Gmelin社，Sun Chemical
社などの主要なインクサプライヤーが，金属包装産業をタ
ーゲットにデジタル印刷用の特殊インクを提供している。 
 （ＣＴ：2021年４月号）

《英国プラスチック産業のコロナ禍の就業》
　British Plastics Federation（BPF：英国プラスチック連
盟）は2021年７月，コロナ禍におけるプラスチック関連企
業の就業状況を明らかにした。
　調査は７月22・23日にBPFの会員を対象に実施され，プ
ラスチックの加工業者，原料メーカー，リサイクル業者，
機器メーカーなど計106社から回答を得ている。それによ
ると，従業員自身の感染や濃厚接触による自己隔離，隔離
中の他者の世話などで仕事を休んでいる従業員がいる企業
は71％に上った。これらの企業は平均すると８％の従業員
が休まざるをえない状況にあるという。
　労働力不足は生産力に深刻な影響を及ぼす。調査による
と53％の企業が生産規模を縮小しており，その理由として
従業員不足を上げた企業は60％と最も多く，続いて人材確
保の難航が48％，原料不足が40％と続く。ただし，従業員
数を今後減らす予定と回答した企業は４％にとどまる。
　またパンデミック以降，５社中１社が生産の完全停止に
追い込まれているが，50％の企業が工場の自動化を検討し
ており，また60％の企業が在宅勤務を恒久的な制度に変更
したという。
　調査結果についてBPF事務局長のPhilip Law氏は，従
業員の安全が最重要としつつ，労働力不足の悪化によって
連鎖倒産が起こり，数多くのサプライチェーンで混乱が発
生する危険性への警戒感を示している。

1

2

3

4

5

6

『FoodBev Magazine』誌は清涼飲料，乳業，酒類，食品の総合専門
誌で，年 10回刊行している。発行は FoodBev Media Ltd. で，ビ
バリッジ ジャパンは，Steve Galloway 氏とともに記事の相互掲載
を行なっている。Galloway 氏は消費財専門のコンサルタントで，英
国を拠点に清涼飲料・酒類・食品のほか，衣類や書籍，教育関係など

幅広い分野で戦略的マーケティングや市場導入支援などを行なってい
る。消費者目線ときめ細かなサポートで，企業の国際化を支援している。

Steve Galloway 氏：steve@gallowayconsult.com
FoodBev Magazine：http://www.foodbev.com

　2021年の世界情勢は依然としてコロナ禍の閉塞感が拭えな

いものの，長いトンネルの先に向かって各国が漸進している。

国による差異はあっても，飲料市場では等しく健康志向に拍

車がかかっている。おいしく，手軽に，健康を維持できると

アピールする製品が流行だ。今回は2021年１～６月号で紹介

した製品を振り返り，上期で注目の６つのトピックスを取り

上げる。

ハードセルツァー大盛況

　低アルコール・低カロリーで，気軽に楽しめるハードセルツ

ァーが若者を中心に人気を集め，市場は拡大の一途を辿ってい

る。ブランドは差別化に余念がなく，ルクセンブルクAmber 

Beverage Group社の「Moskovskaya Street Hard 

Seltzer」１ はウオツカをベースに，「Ginger & Mint」

「Raspberry & Lime」といった新奇性のあるフレーバーを揃

えた。またThe Coca－Cola Company社が展開するメキシ

コ発の発泡性ウォーターブランドのハードセルツァー「Topo 

Chico Hard Seltzer」は，日本でも７月15日に発売された（詳

細は本誌17頁）。

ノンアルコール○○が登場

　日本ではノンアルコール飲料はビールやカクテルの印象が強

いが，世界ではスピリッツが注目されつつある。たとえば，

Diageo社はドライジンブランドの「Tanqueray 0.0％」や

「Gordon’s 0.0％」２を相次いで投入し，市場開拓に力を入れ

ている。

植物性ミルクは定番になり得るか？

　植物性ミルクを使用した製品は，専門メーカーに加え，大手

メーカーの本格参入によって市場が拡大している。米国Califi a 

Farms社はオーツミルクベースの「Mushroom Oat Barista 

Blend」，ヘンプミルクベースの「Hemp Barista Blend」と

いった独自性の強い製品を投入した３。一方，Nestlé社は植

物性ミルクベースのココア飲料「Milo Dairy Free」などを発売

して攻勢をかけている。

糖質オフが果実飲料にも波及

　糖質オフの訴求は，加糖飲料のみならず，糖質を含む果実

飲料でも見られるようになった。米国Koia社の「Koia 

Smoothie」４は，果汁入りスムージーでありながらココナツ

の使用など原材料を工夫することで，主要スムージー比で糖質

を80％オフにしたとアピールする。

バラエティー化が止まらないウォーター

　ウォーターカテゴリーでは，目新しさに富んだ製品が間断な

く投下されている。米国Ocean Spray Cranberries社は，

果汁とカフェインを加えた発泡性ウォーター「Ocean Spray 

Wave」を発売した。Danone社の「evian＋」は認知機能のサ

ポートを，PepsiCo社の「Lifewtr」５は免疫機能のサポート

を訴求する。このように，最新の需要に即した機能性ウォータ

ーが次々に登場している。

コンブチャは流行から定番へ

　コンブチャは米国を中心に飲料市場で定着しており，アルコ

ール入りのハードコンブチャも開発が進んでいる。英国No.1 

Living社は，ショット（小容量）タイプの「Kombucha Health 

Shot」を投入してラインアップを拡充した。ポルトガル

のGutsy Captain社は，ゼロシュガー・ゼロカロリーの

「Kombucha Zero」６を英国で発売し，健康志向のユーザー

への訴求力を高めている。

FoodBev Issue 43～47より

2021年上期振り返り

１ ２

３ ４ ４

５ ６

つの海外注目トピックス

実際の本誌を見本誌として１冊無料で差し上げます。お申し込みはこちらから→
https://www.beverage-j.co.jp/dj_mihon.html
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ヤクルト本社

「Y1000」を新発売，紫芋使用の機能性表示食品など

　ヤクルト本社
は，「Y1000」
「肝ファイン」を
新発売し，「きに
なる野菜」「オ・
レ」「マイルド・
オ・レ」シリー
ズをリニューア
ルした。
▶「Y1000」はストレス緩和，睡眠の
質向上，腸内環境改善を訴求する機能
性表示食品の乳製品乳酸菌飲料。機能

性関与成分は乳酸菌シロタ株で，１本
に1,100億個含む。無脂乳固形分3.6％，
乳脂肪分0.1％。

キッコーマングループ

植物乳６品と野菜系飲料２品

　キッコーマンソイ
フーズは，「豆乳飲
料」「マカダミアミ
ルク」の新製品など
「キッコーマン」ブ
ランド６品を発売し

た。またキッコーマン飲料は，「デル
モンテ」ブランドの野菜系飲料２品を
新発売した。
▶「キッコーマン 豆乳飲料」は，「かぼ
ちゃ」「チャイティー」を新発売し，「焼
きいも」を秋冬限定で再販する。いず

れもコップに移
し加熱するホッ
ト飲用を訴求す
る。大豆固形分
４％以上。内容
量200ml，スリ
ムLL紙容器，税

伊藤園

機能性表示食品の
「充実野菜」ほか
　伊藤園は，機能性表示食品の野菜系
飲料を新発売し，特定保健用食品の緑
茶飲料をリニューアルした。また「お
～いお茶」の加温販売対応品，「エビア
ン」のラベルレスボトルを投入した。
いずれも全国発売。

▶「充実野菜 青汁ミックス」「同 トマ
トミックス」は，機能性表示食品の野

アサヒ飲料

炭酸飲料強化，珈琲のテコ入れなど

　アサヒ飲料は，「三ツ矢」「ウィルキ
ンソン」「カルピスソーダ」「バヤリー
ス」「ワンダ」「十六茶」に新製品を投
入し秋冬の活性化を図る。また「ほっ
と」シリーズの新製品やリニューアル
品を発売した。
▶「三ツ矢 ラズベリーテイスト」は，
ラズベリーの甘い香りと強めの酸味で
すっきりとした味わいに仕上げた。
1990年に発売された「三ツ矢サイダ 

森永乳業

サングリア風紅茶飲料ほか

　森永乳業は，「リプトン Sangria Tea 
Punch」「マウントレーニア カフェラ
ッテ メープルハントラテ」「森永ミル
クココア」を新発売した。このほかデ
ィズニーコラボデザインの牛乳類を発
売した。

　雪印メグミルクは，「ベジサポ 速菜
チャージ」を全国で新発売した。同品は，
小容量で１食分の野菜が摂取でき，さ

らに整腸と脂肪
や糖の吸収抑制
という機能性を
加えて差別化を
図っている。
　ラインアップ
は「野菜＆フル
ーツミックス」

ダイドードリンコ

参鶏湯スープ，花王素材のエナジードリンクほか

　ダイドードリンコは，秋冬のフード
ドリンク市場に向けて参鶏湯を取り上

ポッカサッポロ

飲むカレー，トクホのレモン飲料ほか

　ポッカサッポロフード＆ビバレッジ
は，「カレーな気分 中辛」「キレート
レモンプラス カルシウムサプライ」
「マカエール」を新発売した。また「ザ・
クラフトコーラ」を秋冬向けに刷新し
た。このほか希釈用飲料として家庭用
３品，業務用１品を
追加した。すべて全
国発売。
▶「カレーな気分 中
辛」は，飲むカレー
を標榜する缶入りス

サントリー食品

競馬コラボ缶コーヒー，ほうじ茶トクホほか

　サントリー食品イ
ンターナショナルは，
「ボス」「特茶」「ス
ターバックス」の新

製品を全国で新発売した。
▶「ボス」は，スチールSOT缶製品（内
容量185g，税別115円）に競馬とコ
ラボした製品として「本命の一服」を

９月７日に，「三冠の一杯」
を10月５日に発売する。ま
た９月１日からは「ボス」製
品を対象にした消費者キャ
ンペーンを開始し，９月７
日からはWeb動画「BOSS
競馬」を配信している。

大塚食品

「ジャワティ」全面刷新
　大塚食品は，「シンビーノ ジャワテ
ィストレート」「スゴイダイズ」シリ
ーズをリニューアルして全国発売した。

▶「シンビーノ ジャワティストレー
ト」は，「レッド」「ホワイト」のパッケ

（19頁に続く）

（12頁に続く）

（11頁に続く）

（11頁に続く）

（14頁に続く）
（９頁に続く）

げた。また花王の機能性素材を使った
エナジードリンク，「デミタス」シリー
ズのリニューアル品やコラボデザイン
缶などを発売した。このほか紅茶飲料，

乳性飲料，果汁
入り清涼飲料水
など合計15品を
全国で発売した。
▶「参鶏湯（サ
ムゲタン）風ス
ープ」（内容量

（６頁に続く）

（14頁に続く）

（８頁に続く）

（19頁に続く）

雪印メグミルク

小容量で野菜摂取を訴求

製品の容器形状や容量などのバリエーション、価格、販売地域といった
基本情報から開発背景、新容器についての
解説、原料、栄養成分表記なども掲載。
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　低アルコール飲料市場は，消費者の
嗜好の多様化などによって拡大を続け
ている。こうしたなか，酒類各社では
積極的に新ブランドを投入し，さらな
る市場拡大をめざしている。アサヒビ
ールはアルコール分0.5％と同３％の
ハイボール「ハイボリー」を，サント
リースピリッツは糖質50％オフの
「GREEN1/2」を，コカ・コーラは海外
で人気の「トポチコ ハードセルツァ
ー」をそれぞれ新発売する。
　
●アサヒビール
　アサヒビールは，ハイボールの「ハ
イボリー」２品を新発売する。また「贅

低アルコール飲料

RTDの新ブランドが相次いで登場
350ml缶入り，税別160円。９月14日
発売。
▶「贅沢搾りプラス」シリーズは，ヨ
ーグルトテイストの２品をリニューア
ルする。ともに人工甘味料は不使用。
アルコール分４％。品目はリキュール
（発泡性）①。350ml缶入り，税別141円。
９月７日発売。
▷「贅沢搾り ヨーグルトテイストプラ
ス〈ベリーミックス〉」は，５種の果実
（イチゴ，カシス，ブルーベリー，レ
ッドラズベリー，リンゴ）の果汁を使
用した。果汁分10％。
▷「贅沢搾り ヨーグルトテイストプラ
ス〈柑橘ミックス〉」は，５種の果実（オ
レンジ，タンカン，レモン，グレープ
フルーツ，ライム）の果汁を使用。果
汁分15％。

▶「贅沢搾り 国産和梨」は，国産和梨
果汁を使用。果汁分５％。アルコール
分４％。品目はリキュール（発泡性）①。
350ml缶入り，税別160円。８月18日
から秋限定発売。
▶「樽ハイ倶楽部」は，パッケージデ
ザインをリニューアルした〈レモンサ
ワー〉〈プレーンサワー〉と，〈梅干し
サワー〉を10月12日
から発売する。また
〈レモンマシマシサ
ワー〉を８月11日か
ら期間限定・CVS限
定で発売した。いず
れも品目はリキュー
ル（発泡性）①。容器
容量は350ml缶（税別141円）と500ml
缶（同191円）。ブランド計（缶製品）の
販売目標は270万函（前年比113.9％，
１函＝250ml×24本換算）。
▷〈梅干しサワー〉は，今年４月に期
間限定発売した南高梅エキスを使った

　月桂冠は，「つき」をリニューアルし，
「サムライロック」「ドライレモンロ
ック」を新発売した。発売地域は全国。
▶「つき」は，発
酵の最終段階で蒸
し米を加えて仕込
む“四段仕込”を
採用した清酒。今
回のリニューアル
では，米の量を増
やすことで旨味や
コク，まろやかさ
を高めた。また“さ
わやかキレ酵母”
などのオリジナル
酵母を使用して，
すっきりした味わ
いを維持しながら新たな酒質に仕上げ
たという。アルコール分13度以上14度
未満。容器ラインアップは，紙容器＝
３L（税別2,062円），２L（1,443円），900
ml（697円），650ml（507円），500ml（410
円），180ml（145円），カップ型ガラス
びん＝210ml（154円），100ml（99円）。
８月中旬から順次切り替え。
▶「サムライロック」「ドライレモン

月桂冠

「つき」のリニューアルほか

沢搾り」「樽ハイ倶楽部」のラインア
ップを拡充する。いずれも全国発売。
▶アルコール分0.5％の「ハイボリー」
と同３％の「ハイボリー ３％」は，ニ
ッカウヰスキーの華やかな香りのモル
ト原酒とまろやかな味わいのグレーン
原酒に加え，キーモルトにスコットラ
ンド産のヘビーピート原酒を使用する
ことで香味に深みや重厚さを加えたハ
イボール。品目は「ハイボリー」が炭
酸飲料，「同 ３％」がリキュール（発泡
性）①。ともに350ml缶入り，税別181円。
９月28日発売。
　なお，「ハイボリー」はアルコール分
0.5％のビールテイスト飲料「ビアリ
ー」に続く“微アルコール”の新ブラン
ドで，同社ではアルコール分3.5％以
下の商品の販売容量構成比を2025年ま
でに20％に引き上げる目標を立ててい
るという。

▶「贅沢搾り プレミアムみかんテイス
ト」は，えひめ飲料「ポンジュース」の
果汁を使用したミカンテイストのチ
ューハイ。果汁分30％。アルコール分
４％。品目はリキュール（発泡性）①。

ロック」は，清酒にラ
イムやレモンの果汁を
それぞれ加えたオンザ
ロック向けのリキュー
ル。アルコール分は
「サムライロック」が
10％，「ドライレモン
ロック」が８％。とも
に500mlガラスびん入
り，税別630円。８月
17日発売。 →

NEW PRODUCTS

毎月発売される清涼飲料、
アルコール飲料各メーカーの
詳細な新製品情報と解説。

実際の本誌を見本誌として１冊無料で差し上げます。お申し込みはこちらから→
https://www.beverage-j.co.jp/dj_mihon.html
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毎月の飲料産業のニュース、最新の統計資料に加え、
年に２回新発売品の一覧表などを掲載しています。
その他特集内容に沿った統計資料・一覧表などを
掲載しています。

統
計
資
料

統
計
資
料

統 計 資 料
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（単位：数量＝L，金額＝千円）

注：2021年は速報値，2020年は確々報値。 （資料：財務省関税局）

果実・野菜ジュース輸入実績

品　　　　　目
2021年７月 2020年７月 2021年 1～７月 2020年 1～７月
数　量 円/L 数　量 円/L 数　量 金　額 円/L 数　量 金　額 円/L

オレンジジュース（冷凍） 1,469,211 289 3,675,375 272 11,254,302 3,206,213 285 18,629,277 5,321,472 286 

オレンジジュース
Brix20以下 705,116 140 541,862 142 3,186,235 463,740 146 3,070,602 422,238 138 
Brix20超 0 ー 0 ー 4,030,238 1,136,534 282 5,678,597 1,221,722 215 

グレープフルーツ
ジュース

Brix20以下 129,748 141 183,996 184 635,296 131,896 208 1,912,849 330,830 173 
Brix20超 728,569 372 722,923 500 5,487,810 2,534,475 462 5,711,025 2,987,253 523 

レモンジュース
Brix20以下 597,856 219 456,962 186 2,855,855 590,915 207 3,040,561 553,819 182 
Brix20超 1,133,811 434 1,043,741 454 7,721,149 3,339,599 433 7,855,762 3,609,570 459 

ライムジュース
Brix20以下 24,639 345 12,672 290 55,275 19,329 350 54,504 12,650 232 
Brix20超 59,677 411 19,747 345 209,195 82,031 392 227,808 98,918 434 

その他の柑橘類の
ジュース

Brix20以下 106,209 220 95,660 166 1,057,962 382,994 362 1,316,047 421,436 320 
Brix20超 242,632 354 245,043 378 1,233,036 467,514 379 1,764,069 668,538 379 

パイナップル
ジュース

Brix20以下 165,458 146 75,004 128 607,098 83,536 138 815,658 89,593 110 
Brix20超 208,503 362 851,241 249 3,098,645 915,520 295 5,730,605 1,276,479 223 

ぶどうジュース
Brix30以下 173,426 221 206,734 178 755,365 180,575 239 1,176,935 237,358 202 
Brix30超 2,352,446 329 1,995,120 271 17,120,746 5,266,979 308 17,100,677 5,088,087 298 

りんごジュース
Brix20以下 375,764 163 322,167 157 1,778,945 284,962 160 1,693,129 256,136 151 
Brix20超 4,146,042 190 3,765,569 188 31,413,062 5,938,553 189 30,666,611 5,741,992 187 

その他の果実ジュース 954,009 435 936,439 512 7,223,913 3,249,597 450 6,482,576 2,987,457 461 
トマトジュース 402,851 111 525,866 109 2,671,588 271,825 102 3,010,761 322,565 107 
にんじんジュース 2,316,262 290 2,071,878 274 15,223,634 4,423,714 291 17,210,756 5,056,258 294 
その他の野菜ジュース 241,543 872 175,008 783 1,795,927 1,321,402 736 1,432,909 1,096,947 766 
その他のもの 167,956 157 134,634 145 833,922 121,696 146 651,778 93,773 144 

混合
ジュース

果汁を主成分とするもの 721,071 233 651,321 229 4,063,647 794,403 195 3,913,355 783,040 200 
野菜ジュースを主成分とするもの 516,275 469 930,481 346 4,581,194 1,720,878 376 3,578,296 1,440,564 403 
その他のもの 3,420 158 0 ー 5,138 806 157 0 0 ー

（単位：数量＝L，金額＝千円）

注：2021年は確報値，2020年は確々報値。 （資料：財務省関税局）

果実・清涼飲料等輸出実績

品　　　　　目
2021年７月 2020年７月 2021年 1～７月 2020年 1～７月
数　量 円/L 数　量 円/L 数　量 金　額 円/L 数　量 金　額 円/L

オレンジジュース（冷凍） 0 ー 0 ー 0 0 ー 44,234 45,296 1,024 

オレンジジュース
Brix20以下 4,608 577 3,648 380 48,294 22,676 470 51,721 12,049 233 
Brix20超 4,500 750 0 ー 6,956 4,968 714 14,211 5,065 356 

グレープフルーツ
ジュース

Brix20以下 906 362 0 ー 6,002 2,587 431 2,400 540 225 
Brix20超 17,809 857 32,670 824 105,737 86,132 815 113,257 90,915 803 

その他の柑橘類の
ジュース

Brix20以下 63,641 1,857 9,867 1,988 430,802 758,948 1,762 373,420 685,474 1,836 
Brix20超 21,975 1,964 4,981 1,776 84,231 161,611 1,919 51,161 95,794 1,872 

パイナップル
ジュース

Brix20以下 0 ー 0 ー 2,035 515 253 0 0 ー
Brix20超 0 ー 0 ー 0 0 ー 2,688 592 220 

トマトジュース 33,063 141 83,681 146 303,633 42,110 139 321,107 44,409 138 

ぶどうジュース
Brix30以下 15,543 419 2,603 1,098 47,344 20,966 443 40,094 61,983 1,546 
Brix30超 3,000 368 13,029 288 9,271 3,704 400 38,919 12,182 313 

りんごジュース
Brix20以下 229,062 321 112,023 358 1,593,437 492,650 309 855,130 272,255 318 
Brix20超 19,178 291 21,775 366 182,146 58,260 320 127,854 40,471 317 

クランベリージュース 300 697 0 ー 300 209 697 0 0 ー
その他の果実または野菜のジュース 42,373 784 47,581 418 414,019 232,727 562 360,165 222,737 618 
混合ジュース 523,212 224 784,103 224 3,328,763 786,371 236 3,261,729 801,723 246 
鉱水および炭酸水 848,925 51 833,776 53 4,658,617 237,216 51 4,677,339 231,874 50 
水・氷および雪 263,712 207 217,717 221 2,774,287 459,525 166 1,617,331 307,294 190 
水（砂糖・香味料を加えたもの） 3,802,043 258 3,222,533 255 26,878,002 6,736,935 251 21,578,961 5,159,368 239 
ノンアルコールビール 86,442 249 60,516 193 386,531 98,033 254 274,293 71,357 260 
豆乳 2,693,024 147 2,423,778 134 18,747,282 2,661,963 142 15,271,427 2,084,939 137 
茶の成分を含有する飲料 3,881,296 109 2,578,069 138 22,551,338 2,567,594 114 17,685,789 2,191,625 124 
その他のもの 4,558,188 350 4,308,264 342 29,032,472 10,870,755 374 27,094,979 9,742,751 360 

トマトジュース トマトミックス
ジュース

にんじん
ジュース

にんじん
ミックスジュース

2021年 2020年 2021年 2020年 2021年 2020年 2021年 2020年

１ 月 4,167 3,231 1,715 1,701 53 56 0 0

２ 月 5,365 6,742 1,298 1,372 76 64 0 18

３ 月 5,171 5,124 1,293 1,668 45 79 0 16

４ 月 6,233 7,901 2,009 1,737 81 90 0 5

５ 月 8,379 6,929 1,916 2,726 83 78 0 4

６ 月 6,121 7,626 1,917 1,164 77 53 0 0

７ 月 6,878 6,128 1,756 1,693 78 110 0 0

８ 月 9,207 10,322 1,694 1,920 81 67 0 6

９ 月 9,192 1,669 52 0

10 月 7,765 1,935 107 0

11 月 6,415 1,724 93 0

12 月 6,664 1,172 40 0

１～12月 51,521 84,039 13,598 20,481 574 889 0 49

（単位：トン） （資料：全国調味料・野菜飲料検査協会）

豆乳等生産・出荷量 トマトジュース／にんじんジュース等JAS格付実績

注：2021年は速報値，2020年は確々報値。 ＊「チコリーその他のコーヒー代用物」はエキス・エッセンスおよび濃縮物を含む。 （資料：財務省関税局）

コーヒー／コーヒー・茶等の調製品輸入実績

品　　　　　　　　　　名
2021年７月 2020年７月 2021年１～７月 2020年１～７月

数　量 円/㎏ 数　量 円/㎏ 数　量 金　額 円/㎏ 数　量 円/㎏

コ

ー

ヒ

ー

コーヒー豆
（いってないもの）

カフェインを除いてないもの 29,515,186 336 38,339,067 305 238,270,252 71,509,053 300 235,487,582 286 

カフェインを除いたもの 225,253 614 249,401 505 1,524,279 829,450 544 1,290,517 501 

コーヒー豆
（いったもの）

カフェインを除いてないもの 711,630 1,692 589,994 1,549 4,473,500 7,741,106 1,730 3,885,819 1,588 

カフェインを除いたもの 34,517 1,824 15,631 1,523 172,563 358,806 2,079 175,512 1,580 

その他の
も の

コーヒー豆の殻および皮 1,938 959 0 ー 82,191 3,588 44 225,977 28 

コーヒーを含有するコーヒー代用物 0 ー 0 ー 0 0 ー 0 ー

コーヒーのエキ
ス・エッセンス
および濃縮物

砂糖を
加えた
もの

しょ糖の含有量が全重量の50％以上のもの 0 ー 0 ー 0 0 ー 0 ー

その他のもの 0 ー 0 ー 0 0 ー 0 ー

その他
のもの

インスタントコーヒー 759,861 1,067 1,129,342 966 6,438,021 6,473,976 1,006 5,817,335 993 

その他のもの 1,265,820 555 2,165,576 490 6,841,600 4,066,286 594 8,101,960 517 

コーヒーのエキ
ス・エッセンス
または濃縮物
をもととした調
製品

砂糖を
加えた
もの

しょ糖の含有量が全重量の50％以上のもの 2,800 426 6,035 537 23,687 11,196 473 12,452 502 

その他のもの 80,603 780 54,437 737 469,025 387,576 826 282,889 737 

その他
のもの

インスタントコーヒー 35,380 1,312 16,263 1,289 300,795 429,375 1,427 218,410 1,393 

その他のもの 0 ー 1,633 3,789 6,671 21,792 3,267 5,341 2,731 

コーヒ
ーをも
ととし
た調製
品

砂糖
を加
えた
もの

しょ糖含有量
50％未満

砂糖の重量が最大 0 ー 0 ー 0 0 ー 0 ー

その他のもの 648 4,474 0 ー 1,952 8,768 4,492 2,072 3,308 

その他のもの 0 ー 0 ー 0 0 ー 0 ー

その他のもの 0 ー 0 ー 0 0 ー 131 4,565 

茶・マテのエキス・エッセ
ンスおよび濃縮物・調製品

インスタントティー 50,527 1,811 135,599 1,157 506,238 806,956 1,594 729,050 1,569 

その他のもの 3,870 3,512 46,803 1,446 162,188 400,519 2,469 341,863 1,469 

茶・マテ
をもと
とした
調製品

砂糖
を加
えた
もの

しょ糖含有量
50％未満

砂糖の重量が最大 0 ー 0 ー 0 0 ー 0 ー

その他のもの 490 2,151 0 ー 490 1,054 2,151 1,499 1,286 

その他のもの 0 ー 0 ー 0 0 ー 0 ー

その他のもの 11,236 1,708 9,063 2,566 60,385 164,438 2,723 62,994 2,310 

チコリーその他のコーヒー代用物＊（いったものに限る） 87,544 404 109,527 494 505,640 286,108 566 483,565 517 

2021年４～６月 2021年１～６月

21/20 21/20

生
　
産
　
量

豆　乳 30,510 92.5 58,044 94.8 

調製豆乳 52,577 98.6 100,187 100.0 

豆乳飲料
果汁入り 4,834 96.1 8,757 98.7 

その他 15,445 91.0 28,292 93.3 

その他 4,078 105.6 7,605 96.0 

合　計 107,445 95.7 202,886 97.3 

出
　
荷
　
量

豆　乳 30,714 93.9 58,303 95.2 

調製豆乳 51,619 98.2 99,941 100.0 

豆乳飲料
果汁入り 4,705 97.4 8,653 100.0 

その他 15,528 94.0 28,720 96.0 

その他 3,115 102.8 6,397 100.7 

合　計 105,680 96.4 202,014 98.0 

大
豆
使
用
量

豆　乳 6,097 90.7 11,609 92.6 

調製豆乳 8,237 97.7 15,771 98.3 

豆乳飲料
果汁入り 431 98.6 771 99.3 

その他 1,393 87.5 2,550 90.9 

その他 1,028 134.8 1,745 113.3 

合　計 17,186 95.8 32,447 96.3 

（生産量・出荷量＝kl，大豆使用量＝トン，対比＝％）（資料：日本豆乳協会）
注：発表は四半期ごとのため，数値は前号と同じ。

（単位：数量＝㎏，金額＝千円）
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商　品　名 カテゴリー 発売日 容 器 容 量 価 格 備　考
本誌掲載
№ ページ

キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
　
月
桂
冠
　
小
岩
井
乳
業
　
ゴ
ー
ル
ド
パ
ッ
ク
　
コ
カ
・
コ
ー
ラ

生茶 ほうじ煎茶 ラベルレス 日本茶飲料 3/23 PET 525ml×24 3360 470 ̶ 6P

ファイア ワンデイ ラテ微糖 コーヒー系飲料 3/2 PET 600ml 148 コーヒー飲料規格 471̶ 11P

月桂冠
冷やし甘酒 その他の清涼飲料 2/22 SOT缶 190g OP 471̶ 8P

小岩井乳業
小岩井 iMUSE ドリンクヨーグルト 牛乳・乳飲料類 1/12 プラカップ 115g 120 はっ酵乳，機能性表示食品 469 ̶ 5P

小岩井 βラクトリンミルク 牛乳・乳飲料類 5/18 紙 200ml 170 乳飲料，機能性表示食品 471̶ 23P

ゴールドパック
Azumino Mineral Water ミネラルウォーター類 3/1 LL紙 1000ml 180 472 ̶ 16P

コカ・コーラ
アイシー・スパーク from カナダドライ 炭酸飲料 5/10 PET 430ml 110 473 ̶ 12P

アイシー・スパーク from カナダドライ 炭酸飲料 5/10 PET 500ml 121 473 ̶ 12P

アイシー・スパーク from カナダドライ 炭酸飲料 5/10 PET 1500ml 267 473 ̶ 12P

アイシー・スパーク from カナダドライ 炭酸飲料 5/10 SOT缶 250ml 70 473 ̶ 12P

アイシー・スパーク from カナダドライ レモン 炭酸飲料 5/10 PET 430ml 110 473 ̶ 12P

アイシー・スパーク from カナダドライ レモン 炭酸飲料 5/10 PET 490ml 121 473 ̶ 12P

アイシー・スパーク from カナダドライ レモン 炭酸飲料 5/10 PET 1500ml 267 473 ̶ 12P

アクエリアス まもる乳酸菌ウォーター 乳性飲料 1/25 PET 410ml 129 470 ̶ 4P

綾鷹 伝統工芸支援ボトル 日本茶飲料 2/15 PET 525ml 140 470 ̶ 12P

綾鷹 濃い緑茶 日本茶飲料 2/15 PET 525ml 140 470 ̶ 12P

綾鷹 濃い緑茶 伝統工芸支援ボトル 日本茶飲料 2/15 PET 525ml 140 470 ̶ 12P

綾鷹 茶葉のあまみ 日本茶飲料 2/15 PET 525ml 140 470 ̶ 12P

綾鷹 茶葉のあまみ 日本茶飲料 2/15 PET 2000ml 311 470 ̶ 12P

綾鷹 茶葉のあまみ 伝統工芸支援ボトル 日本茶飲料 2/15 PET 525ml 140 470 ̶ 12P

綾鷹 特選茶 日本茶飲料 3/22 PET 500ml 170 特定保健用食品 470 ̶ 12P

綾鷹 ほうじ茶 日本茶飲料 2/15 PET 280ml 115 470 ̶ 12P

綾鷹 ほうじ茶 日本茶飲料 2/15 PET 525ml 140 470 ̶ 12P

綾鷹 ほうじ茶 日本茶飲料 2/15 PET 2000ml 311 470 ̶ 12P

綾鷹 ほうじ茶 伝統工芸支援ボトル 日本茶飲料 2/15 PET 525ml 140 470 ̶ 12P

綾鷹カフェ 抹茶ラテ その他の茶系飲料 3/22 PET 280ml 139 471̶ 6P

綾鷹カフェ 抹茶ラテ その他の茶系飲料 3/22 PET 440ml 146 471̶ 6P

い・ろ・は・す 天然水 ミネラルウォーター類 2/22 PET 555ml 120 470 ̶ 12P

い・ろ・は・す 天然水 ミネラルウォーター類 2/22 PET 2000ml 331 470 ̶ 12P

い・ろ・は・す 天然水 ミネラルウォーター類 3/15 PET 285ml 96 470 ̶ 12P

い・ろ・は・す 天然水 ミネラルウォーター類 3/15 PET 340ml 100 470 ̶ 12P

い・ろ・は・す 天然水 ミネラルウォーター類 3/15 PET 1020ml 170 470 ̶ 12P

い・ろ・は・す 天然水 ミネラルウォーター類 3/15 PET 1555ml 267 470 ̶ 12P

カナダドライ ジンジャーエール 炭酸飲料 4/19 PET 350ml 120 473 ̶ 13P

カナダドライ ジンジャーエール 炭酸飲料 4/19 PET 700ml 195 473 ̶ 13P

カナダドライ プレミアジンジャーエール 炭酸飲料 1/18 PET 380ml 150 469 ̶ 7P

からだおだやか茶Ｗ 日本茶飲料 2/8 PET 350ml 146 機能性表示食品 469 ̶ 7P

紅茶花伝 クラフティー 贅沢しぼりオレンジティー 紅茶飲料 3/8 PET 440ml 140 471̶ 6P

紅茶花伝 クラフティー 贅沢しぼりピーチティー 紅茶飲料 3/8 PET 410ml 140 471̶ 6P

紅茶花伝 クラフティー 贅沢しぼりピーチティー 紅茶飲料 3/8 PET 440ml 140 471̶ 6P

飲料産業関連のニュースの紹介
と解説を毎月掲載。
飲料関連20種以上の最新統計
資料も掲載。

統計資料・
産業ニュース

実際の本誌を見本誌として１冊無料で差し上げます。お申し込みはこちらから→
https://www.beverage-j.co.jp/dj_mihon.html
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見本誌を無料で差し上げます！
飲料総合専門誌ビバリッジ ジャパンに興味をもっていただき
ありがとうございます。ダイジェスト版では詳細を
ご覧いただけないので、ぜひ一度、実際の本誌をご覧ください。
無料で１冊送付いたします。

〒170-0013 東京都豊島区東池袋３-21-18
TEL：03-3989-8707        FAX：03-3989-8727  www.beverage-j.co.jp

ビバリッジ ジャパンは書店でお求めいただけません。読者の方に直接お届けいたします！
今すぐ定期購読をご希望の方はホームページ、またはお電話で。

定期購読のお申し込み

■ 発行回数：月刊・毎月28日発行（年間12回）

■ 判　   型：A4／約100頁（カラー・モノクロ）

■ 販売方法：国内：直販のみ

 海外：指定代理店経由

1年間（12冊） 本体価格 47,520円（国内送料・消費税込）
　1冊（5,434円）ごとの購入より年間で17,688円お得です！

定期購読料

1冊 本体 5,434円（国内送料・消費税込）バックナンバー

⇦

従来の紙の本誌での購読に加え、デスクトップ、スマートフォン、
タブレットでの電子書籍版の閲覧が可能になりました！ 
電子書籍版は本誌定期購読者限定サービスです。

ホームページの見本誌申し込み専用フォームより、お申し込みください。

「定期購読申込みページ」よりお申込みください。

https://www.beverage-j.co.jpホームページ 03-3989-8707お電話

［
飲
料
総
合
専
門
誌
ビ
バ
リ
ッ
ジ
 ジ
ャ
パ
ン
 ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
］

本誌購読者限定 電子書籍版ビバリッジ ジャパン

https://www.beverage-j.co.jp/dj_mihon.html

受付完了後、発送いたします。

専用フォームからお申し込み

FAXからお申し込み

右欄に名刺を貼付していただくか、
必要事項をご記入の上、FAX送信
してください。受付完了後、発送い
たします。

会社名

部署名 役職

氏名

住所

TEL

名刺貼付
またはご記入ください


